
・大福：「価格が手ごろ」と「あずきの風味」の重要度が特に高く、「見た目
が美しい」が相対的に重視される。
・小豆羊羹：「あずきの風味」と「価格が手ごろ」が最も重視され、「原材料
の産地」や「和食の伝統」も比較的重視された。
・味覚要因と価格要因が主要な購入基準である点は共通している。

・「和菓子」と聞いて思い浮かべる言葉では、饅頭（43.6%）、羊羹（42.4%）、
団子（39.6%）、どら焼き（39.3%）、大福（37.7%）、あんこ（22.0%）が上
位を占めた。

令和７年度豆類振興事業（調査研究助成費）の成果概要

③ 課 題：若年層・中年層消費者の和菓子購入基準関する実証分析
代表者：横浜国立大学国際社会科学研究院 教授 張馨元

目 的

成 果

本研究は、国内の20代から40代の消費者を対象として、和菓子を購入する際に
重視している基準を明らかにすることを目的とする。

① 若年層・中年層の消費者が認識している和菓子のイメージ

② 若年層・中年層消費者の購入基準
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